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平
成
二
十
三
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

消
し
た
は
ず
　
決
め
つ
け
な
い
で
　
も
う
一
度 

　
第
四
八
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
は
九

月
八
日(

木)

、
由
利
本
荘
市
岩
城
の
秋

田
県
消
防
学
校
放
水
訓
練
場
で
行
わ
れ
、

県
内
九
支
部
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
九
分
団
、
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
七
分
団
が
出
場
し
、
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
競
っ
た
。 

　
競
技
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

で
は
鹿
角
市
消
防
団
第
五
分
団
が
、
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
で
は
小
坂
町
消
防
団
第
四

分
団
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、
総
合
の
部
の

優
勝
は
鹿
角
支
部
に
輝
い
た
。    

　
ま
た
、
昨
年
度
国
の
モ
デ
ル
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
に
指
定
さ
れ
た
能
代
市
少
年
消
防

団
と
、
今
年
度
の
全
国
女
性
消
防
操
法
大

会
に
出
場
す
る
横
手
市
平
鹿
女
性
消
防
隊

が
、
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
し
た
。        

   

　
開
会
式
は
、
小
坂
町
消
防
団
木
村
和
男

副
団
長
の
指
揮
で
進
め
ら
れ
、
選
手
入
場
、

国
旗
掲
揚
の
後
、
参
観
者
も
参
加
し
て
東

日
本
大
震
災
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に

黙
祷
を
献
げ
た
。 

　
続
い
て
前
年
度
の
優
勝
団
・
支
部
か
ら

優
勝
旗
が
返
還
さ
れ
、
秋
田
県
中
野
節
副

知
事
、
秋
田
県
消
防
協
会
中
泉
松
之
助
会

長
が
主
催
者
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。 

　
来
賓
祝
辞
は
多
数
の
ご
来
賓
を
代
表
し
、

秋
田
県
議
会
副
議
長
小
松
隆
明
様
が
行
い
、

秋
田
県
消
防
学
校
本
間
稔
校
長
の
審
査
長

指
示
、
最
後
に
昨
年
度
総
合
優
勝
の
男
鹿

潟
上
南
秋
支
部
を
代
表
し
て
大
潟
村
消
防

団
第
三
分
団
工
藤
和
博
部
長
が
宣
誓
し
、

競
技
が
開
始
さ
れ
た
。 

        
　
今
年
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
東
北
地

方
の
太
平
洋
側
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
た
ほ
か
、
本
県
を
始
め
全
国
各
地

で
局
地
的
豪
雨
に
よ
る
自
然
災
害
が
相
次

い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
火
災
や
事
故
は
毎

日
の
よ
う
に
発
生
し
て
お
り
、
ま
さ
に
、

私
た
ち
は
災
害
と
背
中
合
わ
せ
に
暮
ら
し
、

日
夜
そ
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
消
防
団
の
皆
様
に
は
、
い
つ
発
生
す
る

か
分
か
ら
な
い
様
々
な
災
害
に
適
切
に
対

応
し
、
地
域
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の

た
め
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
下
さ

る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

      

　
こ
の
操
法
大
会
は
、
消
防
団
員
・
女
性

消
防
隊
員
の
消
防
技
術
の
向
上
や
消
防
活

動
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
三
七
年
八
月
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大

会
を
開
催
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後

は
、
全
国
消
防
操
法
大
会
へ
の
出
場
予
選

も
兼
ね
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
六
年
の
第
三
一
回
大
会
以
降
、
本

大
会
で
優
勝
し
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た

団
は
、
い
ず
れ
も
優
良
賞
以
上
を
受
賞
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
大
会
の
目
的
と
歴

史
に
ご
理
解
を
賜
り
、
正
々
堂
々
と
全
員

が
納
得
の
い
く
結
果
を
出
さ
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
下
さ
い
。 

第
四
八
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会 

開
　
会
　
式

開
　
会
　
式 

開
　
会
　
式 

主
催
者
あ
い
さ
つ（
要
約
） 

＝ 

速

報

値 

＝ 

火
災
の
発
生
状
況 

火
災
の
発
生
状
況 

＝ 

速

報

値 

＝ 

秋
田
県
副
知
事 

 

中
野
　
　
節 

秋
田
県
消
防
協
会
長 

 

中
泉
松
之
助 

鹿
角
支
部
　
三
部
門
制
覇

鹿
角
支
部
　
三
部
門
制
覇 

鹿
角
支
部
　
三
部
門
制
覇

鹿
角
支
部
　
三
部
門
制
覇 

鹿
角
支
部
　
三
部
門
制
覇

鹿
角
支
部
　
三
部
門
制
覇 

鹿
角
支
部
　
三
部
門
制
覇 

小
型
ポ
ン
プ
操
法

小
型
ポ
ン
プ
操
法
・
ポ
ン
プ
車
操
法

ポ
ン
プ
車
操
法
・
総
合
総
合 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
・
ポ
ン
プ
車
操
法
・
総
合 
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各
出
場
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
代
表

と
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
優
勝
し
た
団

の
総
得
点
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
・

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
と
も
、
昨
年
度
を
上

回
る
成
績
を
残
し
た
。 

　
今
大
会
で
審
査
班
長
を
努
め
ら
れ
た
秋

田
県
消
防
学
校
佐
藤
広
樹
教
務
班
長
に
、

審
査
を
通
じ
て
感
じ
た
事
項
や
印
象
な
ど

を
伺
っ
た
の
で
紹
介
す
る
。 

■
総
合 

　
全
体
的
に
ホ
ー
ス
ラ
イ
ン
は
良
く
で
き

て
お
り
、
送
水
に
も
配
慮
が
覗
え
た
が
、

規
定
外
圧
力
の
隊
が
あ
っ
た
の
は
残
念
。

　
今
年
度
、
操
法
要
領
の
一
部
を
全
国
大

会
に
沿
っ
た
解
釈
に
変
え
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
対
応
が
で
き
て
い
た
隊
と
で
き
て
い

な
い
隊
の
差
が
現
れ
て
い
た
。 

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

　
総
得
点
を
み
る
と
、
上
位
二
隊
と
下
位

と
の
差
が
あ
る
。
上
位
の
隊
は
、
熟
練
度

が
高
く
ス
ム
ー
ズ
に
動
い
て
い
た
。 

　
一
つ
一
つ
の
動
作
が
雑
な
隊
が
半
数
以

上
に
上
り
、
規
定
圧
力
オ
ー
バ
ー
の
隊
が

二
隊
あ
っ
た
。    

■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部  

　
ホ
ー
ス
ラ
イ
ン
が
良
く
な
か
っ
た
隊
や

士
気
の
低
い
隊
が
見
ら
れ
た
の
は
残
念
。 

　
ま
た
、
中
に
は
、
回
れ
右
や
注
水
時
に

ふ
ら
つ
く
な
ど
基
本
的
な
姿
勢
や
動
作
が

不
安
定
な
隊
員
が
見
ら
れ
た
。 

競
　
　
　
　
　
技 
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能
代
市
少
年
消
防
団
は
、
平
成
二
二
年

八
月
一
七
日
に
結
成
し
た
秋
田
県
初
の
少

年
消
防
団
で
、
全
員
が
小
学
生
。
現
在
の

団
員
数
は
一
三
名
、
う
ち
女
児
が
三
名
の

構
成
と
な
っ
て
い
る
。 

　
結
成
以
来
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
急
救

命
講
習
や
規
律
訓
練
な
ど
に
挑
戦
し
、
今

年
の
出
初
め
式
で
は
分
列
行
進
に
も
参
加

し
た
。 

　
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
は
、
今
年
の
七
月

か
ら
始
め
た
ば
か
り
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

が
、
仲
間
と
一
生
懸
命
練
習
し
た
成
果
を

十
分
発
揮
し
、
小
学
生
ら
し
く
屈
託
の
な

い
元
気
溌
剌
と
し
た
操
法
は
、
大
会
に
出

場
し
た
団
員
ら
に
大
き
な
感
動
を
与
え
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
。 

　
横
手
市
平
鹿
消
防
団
に
女
性
団
員
が
誕

生
し
た
の
は
平
成
二
〇
年
一
月
で
、
現
在

の
団
員
数
は
一
三
名
と
な
っ
て
い
る
。               

　
彼
女
た
ち
は
、
高
齢
者
世
帯
訪
問
で
の

防
火
意
識
の
啓
発
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
普
及
指
導
な
ど
地
域
に
密
着
し
た
活
動

を
展
開
し
て
い
る
ほ
か
、
軽
可
搬
ポ
ン
プ

操
法
に
も
取
り
組
み
、
防
火
防
災
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。     

　
大
会
で
は
、
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
動
作
、

明
晰
な
号
令
な
ど
男
性
団
員
に
ひ
け
を
取

ら
な
い
操
法
を
披
露
し
、
来
る
一
〇
月
一

九
日
、
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
る
第
二
〇
回

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
で
の
活
躍
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
。       

　
頑
張
れ
！
横
手
市
平
鹿
女
性
消
防
隊 

操
法
披
露(

一)  

  
能
代
市
少
年
消
防
団 

第48回秋田県消防操法大会成績表 

【小型ポンプ操法の部】 

 

 優　勝 鹿角市消防団第５分団 41.98  87.0 

 第２位 三種町消防団山本支団第４分団 42.50 86.0 

 第３位 横手市山内消防団第１分団 42.19 78.5 

 第４位 大仙市消防団大曲支団第２分団 43.19 77.0 

 第５位 東成瀬村消防団第１分団 44.95 75.0 

 第６位 潟上市消防団飯田川支団第２分団 45.83 74.5 

 第７位 にかほ市消防団第３分団 43.71 73.0 

 第８位 秋田市消防団河辺第３分団 43.27 67.0 

 第９位 北秋田市消防団阿仁第１分団　    50.17 55.0  

【ポンプ車操法の部】 

 

 

 優　勝 小坂町消防団第４分団 53.10  64.44 176.5 

 第２位 横手市十文字消防団第３分団 52.06 64.53 174.5  

 第３位 大潟村消防団第３分団 52.06 71.99 165.5  

 第４位 大館市消防団比内第１分団 51.80 67.77 163.5  

 第５位 秋田市消防団城東分団 54.09 65.77 161.0  

 第６位 第３位にかほ市消防団第６分団 57.22 68.34 150.0  

 第７位 三種町消防団琴丘支団第１分団 64.32 66.56 148.0  

  
【総合の部】 

 優　勝 鹿角支部（総得点　263.5点）  

 

タイム （秒） 消　防　団　名 順　位 

消　防　団　名 順　位 

総得点 （点） 

タイム （秒） 

第１線 第２線 
総得点 
（秒） 

操
法
披
露(

二)  

横
手
市
平
鹿
女
性
消
防
隊 

鹿角市消防団  第５分団 

小坂町消防団  第４分団 

（３）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成23年10月15日（毎月１回15日発行） №692



　
秋
田
県
消
防
学
校
第
六
五
期
初
任
教
育
の
修
了
式
が
九
月
一
六
日(

金)

、
同
校

の
屋
内
訓
練
場
で
修
了
生
の
ご
家
族
や
ご
来
賓
約
二
三
〇
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、

四
月
に
入
校
し
た
九
二
名
は
全
員
揃
っ
て
修
了
式
を
迎
え
た
。 

　
六
ヶ
月
間
の
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
た
修
了
生
は
、
明
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
所

属
消
防
本
部
に
着
任
し
、
消
防
士
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
と
な
る
。 

 　
修
了
式
は
、
最
初
に
本
間
稔
学
校
長
が

修
了
生
一
人
ひ
と
り
に
修
了
証
書
を
、
ま

た
、
成
績
優
秀
者
に
表
彰
状
を
授
与
し
た

後
、
学
校
長
式
辞
、
秋
田
県
知
事
あ
い
さ

つ
、
来
賓
祝
辞
、
修
了
生
答
辞
が
述
べ
ら

れ
、
最
後
に
校
歌
を
斉
唱
し
て
終
え
た
。                  

 

表
彰
状
授
与 

■
優
　
秀
　
賞(
八
名)  

　
大
館
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
亮 

　
大
館
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
若
狭
　
健
也 

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
伊
藤
　
謙
吾 

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
厚
木
　
克
矢 

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
畠
山
　
　
歩 

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
畠
山
　
弘
也 

　
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
佐
藤
　
一
光 

　
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
高
橋
　
大
貴 

■
功
　
労
　
章(

五
名) 

　
大
館
市
消
防
本
部  

　
　
総
　
代

　
本
間
　
敬
浩 

　
大
館
市
消
防
本
部  

　
　
副
総
代

　
藤
原
　
章
人 

　
由
利
本
荘
市
消
防
本
部
　
副
総
代

　
大
友
　
泰
隆 

　
北
秋
田
市
消
防
本
部
　  

会
　
計

　
田
中
　
宏
和 

　
湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務
組
合
消
防
本
部

　
会
　
計

　
鐙
　
　
文
成 

 

学
校
長
式
辞 
 

秋
田
県
消
防
学
校 

学
校
長 

　 

本
間
　
　
稔 

 

　
修
了
に
当
た
っ
て
「
夢
、
一
生
」
と
い

う
言
葉
を
贈
り
た
い
。 

　
皆
さ
ん
が
厳
し
い
教
育
訓
練
に
耐
え
て

き
た
の
も
、
立
派
な
消
防
職
員
に
な
る
と

い
う
夢
、
強
い
信
念
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ

と
思
う
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
初
心
を
忘

れ
ず
、
夢
を
持
ち
続
け
、
立
派
な
消
防
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
。   

 

修
了
生
答
辞  

 

大
館
市
消
防
本
部 

消
防
士 

　 

本
間
　
敬
浩 

 

　
東
日
本
大
震
災
、
台
風
一
二
号
に
よ
る

大
雨
や
土
砂
災
害
な
ど
悲
惨
な
ニ
ュ
ー
ス

は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。  

　
私
た
ち
は
、
地
域
住
民
の
生
命
、
身
体

及
び
財
産
を
火
災
か
ら
保
護
し
、
地
震
等

の
災
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
ほ
か
、

困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い
と
い
う
初
心

と
使
命
感
を
忘
れ
ず
、
消
防
業
務
に
尽
力

し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
半
年
間
、
消
防
学

校
で
培
っ
た
こ
と
を
胸
に
、
各
地
域
そ
し

て
秋
田
県
消
防
の
更
な
る
発
展
に
資
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
。 

   

秋 田 県 
消防学校 
秋 田 県 
消防学校 

第
六
五
期
初
任
教
育
修
了
式

第
六
五
期
初
任
教
育
修
了
式

第
六
五
期
初
任
教
育
修
了
式
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　「
私
を
育
て
て
く
れ
た
消
防
団
」 

　
私
た
ち
の
分
団
は
、
角
館
の
桜
並
木

が
あ
る
桧
木
内
川
の
対
岸
か
ら
上
流
に

あ
り
ま
す
。
山
と
川
に
囲
ま
れ
た
静
か

な
農
村
地
帯
で
す
。 

　
現
在
五
一
名
の
団
員
が
お
り
ま
す
が
、

内
、
親
子
で
団
員
が
四
組
お
り
ま
す
。

大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
今
危
惧
し
て
い
る
の
が
団
員
不

足
で
す
。
去
年
は
、
四
人
入
団
し
ま
し

た
が
、
定
年
な
ど
で
退
団
者
も
お
り
ま

す
の
で
、
な
か
な
か
増
え
な
い
の
が
実

情
で
す
。 

　
私
自
身
は
入
団
し
て
三
五
年
に
な
り

ま
す
が
、
入
団
二
年
目
に
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
一
番
員
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
て
か
ら
、

消
防
に
は
ま
っ
た
一
人
で
あ
り
ま
す
。

当
時
青
年
会
等
、
色
ん
な
組
織
や
趣
味

の
サ
ー
ク
ル
に
も
入
り
ま
し
て
、
そ
れ

な
り
に
楽
し
い
こ
と
が
有
り
ま
し
た
が
、

三
五
年
間
続
け
て
い
る
の
は
消
防
団
だ

け
で
す
。 

　
最
初
は
何
と
言
っ
て
も
ポ
ン
プ
操
法

の
魅
力
と
、
事
あ
る
ご
と
の
酒
飲
み
会

で
し
た
。
豊
富
な
知
識
や
役
職
を
も
つ
人
、

尊
敬
す
る
先
輩
団
員
が
大
勢
お
り
ま
し
て
、

災
害
現
場
の
経
験
談
か
ら
、
消
防
以
外

の
多
く
の
事
も
教
わ
る
こ
と
に
興
味
が

沸
い
て
き
て
、
あ
ら
ゆ
る
集
ま
り
に
、

負
担
と
は
思
わ
ず
に
、
む
し
ろ
、
わ
く

わ
く
期
待
し
て
参
加
し
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。 

　
集
ま
れ
ば
殆
ど
飲
ん
で
き
ま
す
の
で
、

小
言
を
言
う
妻
に
「
消
防
は
、
他
の
飲

み
方
と
訳
が
違
う
。
飲
み
な
が
ら
い
ろ

い
ろ
教
え
て
貰
え
る
し
、
い
っ
ぱ
い
覚

え
れ
ば
地
域
防
災
の
役
に
た
っ
て
み
ん

な
の
為
に
な
る
。
」
そ
ん
な
屁
理
屈
め
い

た
こ
と
を
言
い
な
が
ら
出
掛
け
て
行
き

ま
し
た
。
盛
り
上
が
り
す
ぎ
て
の
失
敗

も
あ
り
ま
す
。
名
誉
の
為
に
詳
し
く
言

え
ま
せ
ん
が
、
古
い
人
は
大
体
前
歴
が

あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
実
際
に
、
改
ま
っ
た
団
員
教

育
の
機
会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
し
、

今
も
飲
ん
で
い
る
中
で
知
識
を
得
る
こ

と
は
か
な
り
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
二
回
の
機
構
改
革
が
あ
り
ま
し
て
、

当
時
か
ら
し
ま
す
と
、
四
個
分
団
が
ま

と
ま
っ
て
広
範
囲
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

一
堂
に
会
し
て
の
酒
飲
み
は
や
り
に
く

く
は
な
り
ま
し
た
が
、
団
員
の
活
気
や

親
睦
の
為
に
も
重
要
な
こ
と
の
ひ
と
つ

と
思
い
ま
す
。 

　
仙
北
市
で
は
、
チ
ラ
シ
や
広
報
紙
な

ど
で
団
員
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
お
か

げ
で
女
性
団
員
は
増
え
て
い
ま
す
。
男

性
と
は
違
っ
た
形
で
防
災
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

に
大
い
に
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

音
楽
隊
も
あ
り
ま
す
。
今
年
の
出
初
め

式
で
は
角
館
の
武
家
屋
敷
通
り
に
整
列

し
て
分
列
行
進
の
後
、
商
店
街
を
パ
レ

ー
ド
し
て
住
民
に
ア
ピ
ー
ル
も
し
ま
し
た
。 

　
時
代
と
共
に
、
ま
た
、
年
代
に
よ
っ

て
も
価
値
観
は
違
う
と
思
い
ま
す
が
、

消
防
団
の
目
的
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、

地
域
に
必
要
不
可
欠
の
も
の
と
は
み
ん

な
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
東
日
本
大
震
災
の
あ
と
に
、
多
く
の

若
者
が
「
何
か
被
災
者
の
手
助
け
を
し

た
い
。
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
も
う

一
歩
踏
み
込
ん
で
、
災
害
か
ら
住
民
を

守
る
消
防
団
員
に
な
っ
て
も
ら
え
な
い

だ
ろ
う
か
。 

　
私
達
の
住
む
内
陸
南
部
で
は
頻
繁
に

余
震
が
起
き
て
い
ま
す
。
大
災
害
が
起

き
た
歴
史
も
あ
り
ま
す
の
で
不
安
で
す
し
、

ま
た
、
昨
年
は
か
つ
て
な
い
集
中
豪
雨

が
半
月
に
三
回
も
あ
り
ま
し
て
、
そ
の

度
に
出
動
し
ま
し
た
。 

　
静
か
で
穏
や
か
な
地
域
を
守
る
中
で
、

様
々
な
出
会
い
や
楽
し
み
も
あ
り
、
生

き
甲
斐
す
ら
感
じ
ら
れ
る
消
防
団
活
動
に
、

も
っ
と
多
く
の
人
達
に
参
加
し
て
貰
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
多
少
の
危
険
を
伴

う
事
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
為
に
も
訓

練
を
行
い
ま
す
。
い
ざ
出
動
の
時
に
は
、

心
配
し
な
が
ら
送
り
出
し
て
く
れ
る
家

族
の
も
と
に
、
無
事
に
帰
る
よ
う
に
見

守
っ
て
や
る
の
も
、
我
々
幹
部
の
役
目

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
行
政
や
広
域
消
防
な
ど
関
係
機
関
の

指
導
協
力
を
得
ま
し
て
、
今
ま
で
培
っ

て
来
た
こ
と
を
地
域
や
分
団
の
後
輩
に

伝
え
な
が
ら
、
私
を
育
て
て
く
れ
た
消

防
団
の
た
め
、
自
分
も
一
層
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

消

防

団

員 

意
見
発
表
会
(三)
 

第七回 

戸
澤
　
幸
作 

　
・
仙
北
市
消
防
団

分
団
長 

　
・
勤
続
三
五
年 

　
・
農
業 

　
父
親
の
後
を
継
ぎ
消
防
団
に
入
団
。 

　
普
段
は
専
業
農
家
と
し
て
地
元
農
業

の
発
展
に
貢
献
し
、
地
域
住
民
か
ら
も

信
頼
さ
れ
て
い
る
。 

　
そ
し
て
、
消
防
団
活
動
に
も
積
極
的

に
貢
献
し
分
団
員
の
信
望
を
集
め
団
員

の
指
導
育
成
、
技
術
の
向
上
に
努
め
現

在
は
団
員
五
一
名
の
分
団
長
と
し
て
常

に
統
率
と
規
律
の
あ
る
分
団
を
目
指
し

て
い
る
。 第

六
五
期
初
任
教
育
修
了
式
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　「
地
域
に
根
ざ
し
た 

　
　
　
　
　
消
防
団
を
目
指
し
て
」 

　
私
が
消
防
団
に
入
っ
た
の
は
、
平
成
一

一
年
で
し
た
。 

　
当
時
、
私
の
本
家
の
親
父
が
分
団
長
を

し
て
お
り
、
あ
る
日
酒
二
升
を
手
土
産
に
、

家
に
来
て
「
消
防
さ
入
ら
ね
が
」
と
誘
わ

れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
平

成
八
年
に
私
の
家
が
火
事
に
な
っ
た
時
に

消
防
団
の
人
達
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た

事
を
本
家
の
親
父
か
ら
聞
き
す
ぐ
に
入
団

す
る
事
を
決
意
し
ま
し
た
。 

　
小
型
ポ
ン
プ
操
法
は
入
団
し
た
次
の
年

か
ら
や
ら
せ
て
も
ら
い
、
今
年
で
一
二
年

目
に
な
り
ま
す
。 

　
八
年
間
二
番
員
を
や
り
、
四
年
前
か
ら

指
揮
者
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
の
機
械
係
は
、
私
を
始
め
一
番
員
、
二

番
員
、
三
番
員
、
補
助
員
ま
で
、
と
に
か

く
熱
い
人
間
ば
か
り
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
練
習
が
し
た
く
て
し
た
く
て
た
ま
ら
な

い
為
、
今
ま
で
は
大
会
前
三
週
間
前
に
始

め
て
い
た
練
習
を
四
月
か
ら
始
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

　
私
達
の
練
習
の
時
に
一
番
欠
か
せ
ら
れ

な
い
ア
イ
テ
ム
が
ビ
デ
オ
で
す
。
こ
れ
は
、

団
員
の
奥
様
方
が
毎
日
の
よ
う
に
練
習
に

来
て
く
れ
て
撮
影
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ

も
、
ご
飯
の
準
備
な
ど
の
一
番
忙
し
い
時

間
帯
で
あ
る
に
も
係
ら
ず
で
す
。
い
つ
の

頃
か
ら
か
そ
れ
が
当
た
り
前
の
事
の
様
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
毎
回
ビ
デ
オ

を
見
な
が
ら
撮
り
に
来
て
く
れ
る
奥
様
方

に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
練
習
の
後
は
お
決
ま
り
の
ポ
ン

プ
小
屋
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
が
、

私
達
機
械
係
だ
け
は
、
ポ
ン
プ
小
屋
解
散

の
後
必
ず
指
揮
者
で
あ
る
私
の
家
に
も
う

一
度
集
合
し
ま
す
。
そ
し
て
、
奥
様
方
に

撮
っ
て
も
ら
っ
た
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
「
あ

そ
こ
は
良
く
な
か
っ
た
」
、
「
あ
そ
こ
は
ま

だ
だ
め
だ
」
等
と
、
そ
の
日
の
練
習
内
容
に

つ
い
て
熱
く
語
り
合
い
ま
す
。
次
の
日
に
は
、

朝
五
時
か
ら
規
律
訓
練
の
練
習
が
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
時
に
は
日
付
変
更
線
を
越

え
て
話
し
合
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。 

　
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
か
、
指
揮
者
一
年

目
で
地
区
大
会
優
勝
、
去
年
は
つ
い
に
支

部
大
会
優
勝
を
果
た
し
、
念
願
の
県
大
会

に
出
場
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

　
結
果
は
四
位
と
三
位
に
は
あ
と
〇
・
五

点
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
あ
の
時
の
緊

張
感
と
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
感
じ
は
今
で
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
さ
か
、
ア
ラ
フ
ォ
ー

に
も
な
っ
て
こ
ん
な
に
も
熱
い
想
い
が
で

き
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
誰
か
が
、

消
防
の
全
国
大
会
は
親
父
達
の
甲
子
園
だ

と
言
っ
て
い
た
の
も
分
か
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
県
大
会
出
場
の
際
に
、
山
内
地

域
と
し
て
は
、
私
達
が
四
三
年
ぶ
り
の
出

場
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
全
体
か
ら
寄
付

を
集
め
、
大
き
な
の
ぼ
り
を
作
っ
て
い
た

だ
き
応
援
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
ま
で
、
顔
は
知
っ
て
い
る
け

れ
ど
も
話
を
し
た
事
の
な
か
っ
た
人
達
か

ら
も
、
沢
山
「
が
ん
ば
れ
よ
」
と
声
を
か

け
て
も
ら
っ
た
り
、
握
手
を
求
め
ら
れ
た

り
し
ま
し
た
。
あ
ん
な
に
も
沢
山
の
人
と

握
手
を
し
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。 

　
県
大
会
出
場
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の

人
達
の
消
防
団
を
見
る
目
も
少
し
変
わ
っ

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

さ
ら
に
地
域
と
の
絆
と
連
携
を
深
め
、
地

域
の
防
災
意
識
を
も
っ
と
も
っ
と
高
め
て

い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
消
防
団
員
と
し
て
、
仲
間

と
共
に
で
き
る
範
囲
で
楽
し
く
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。 

            

　「
我
が
横
堀
分
団
を
顧
み
て
」 

　
私
は
「
か
の
伝
説
の
美
女
」
と
も
言
わ

れ
て
い
る
「
小
野
小
町
の
里
」
雄
勝
こ
ま

ち
イ
ン
タ
ー
か
ら
程
近
い
、
湯
沢
市
横
堀

と
言
う
小
さ
な
町
か
ら
、
こ
の
日
の
た
め

に
送
り
出
さ
れ
、
胸
の
「
と
き
め
き
」
を
抑

え
な
が
ら
会
場
へ
と
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

　
私
の
生
い
立
ち
は
、
終
戦
後
の
食
糧
難

な
ど
混
乱
の
最
中
、昭
和
二
二
年
に
生
ま
れ

落
ち
て
、幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、ど
ん

底
の
生
活
か
ら
這
い
上
が
っ
て
昭
和
四
二

年
の
正
月
に
、元
雄
勝
町
消
防
団
第
一
分
団

に
入
団
し
た
の
が
、二
〇
歳
の
時
で
し
た
。 

　
新
春
恒
例
の
出
初
式
に
参
加
す
る
事
に

な
り
、
先
輩
達
の
お
下
が
り
で
あ
る
年
期

と
汗
の
臭
い
が
す
る
「
半
纏
」
を
着
て
、

朝
一
番
に
近
く
の
神
社
に
集
ま
り
、
無
火

災
の
祈
願
を
行
な
い
、
更
に
は
神
社
の
広

佐
々
木
長
一 

　
・
湯
沢
市
消
防
団
　

分
団
長 

　
・
勤
続
四
四
年 

　
・
塗
装
業 

　
仕
事
の
傍
ら
、
横
堀
地
区
下
旭
町
町

内
会
の
監
事
を
長
年
務
め
て
お
り
、
町

内
会
の
運
営
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。 

　
消
防
団
活
動
に
お
い
て
は
、
分
団

長
と
し
て
団
員
の
統
率
力
と
現
場
に

お
け
る
判
断
力
に
定
評
が
あ
り
、
部

下
団
員
か
ら
も
広
く
慕
わ
れ
て
い
る

存
在
で
す
。 

高
橋
　
　
隆 

　
・
横
手
市
山
内
消

防
団
部
長 

　
・
勤
続
一
二
年 

　
・
会
社
員 

　
自
宅
が
火
災
に
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
入
団
。 

　
以
来
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
練
習
に

熱
中
し
、
地
区
大
会
で
は
常
に
好
成
績

を
修
め
、
平
成
二
二
年
度
に
は
横
手
市

支
部
大
会
優
勝
を
果
た
し
、
念
願
の
全

県
操
法
大
会
へ
出
場
し
た
。 

　
消
防
団
活
動
に
精
励
し
て
お
り
、
率

先
し
て
行
動
に
当
た
る
姿
勢
は
他
の
模

範
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
人
望
も
厚

い
。 
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場
に
あ
る
、
古
し
え
の
記
念
碑
に
酒
と
塩

と
ス
ル
メ
と
梅
干
を
供
え
て
、
先
人
の
御

霊
を
敬
い
、
消
防
団
の
発
展
を
願
う
習
わ

し
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
記
念
碑
に
は
、「
横
堀
村
消
防
組
」

初
代
組
頭
小
山
田
寅
蔵
君
碑
と
刻
ま
れ
て

お
り
「
明
治
二
三
年
か
ら
明
治
四
四
年
ま

で
の
二
三
年
間
」
初
代
組
頭
を
務
め
た
後
、

「
二
代
目
組
頭
」
は
そ
の
息
子
で
あ
る
、

小
山
田
八
兵
衛
が
後
を
継
ぎ
「
大
正
元
年

か
ら
昭
和
一
二
年
ま
で
二
六
年
間
」
の
組

頭
を
務
め
ま
し
た
。
そ
し
て
「
三
代
目
」

は
孫
の
、
小
山
田
兵
太
郎
が
横
堀
町
の
団

長
と
な
り
「
昭
和
一
三
年
か
ら
昭
和
四
七

年
ま
で
の
三
三
年
間
」
団
長
を
務
め
、
そ

の
途
中
、
町
村
の
合
併
に
よ
り
雄
勝
町
消

防
団
と
な
り
、
引
き
続
き
雄
勝
町
消
防
団
、

初
代
団
長
と
な
り
ま
し
た
。 

　
又
、
そ
の
石
碑
に
は
「
父
・
子
・
孫
」

と
三
代
に
渡
り
、
最
高
幹
部
と
し
て
消
防

団
活
動
に
貢
献
せ
る
功
績
を
讃
え
る
た
め
、

こ
の
碑
を
建
立
し
是
を
顕
彰
す
る
も
の
な

り
と
印
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

　
因
み
に
、
こ
の
三
代
は
「
名
月
」
と
い

う
酒
屋
の
蔵
元
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
酒
好

き
の
団
員
に
と
っ
て
は
最
高
の
組
頭
で
あ

り
、
団
長
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
当
時
、
横
堀
地
域
で
酒
飲
の
横
綱
と
言

わ
れ
た
、
私
の
祖
父
は
、
か
の
日
露
戦
争

に
駆
り
出
さ
れ
、
出
兵
し
て
戦
場
に
赴
き
、

仲
間
が
銃
弾
で「
バ
タ
バ
タ
」と
倒
れ
る
中

を
、運
命
さ
な
が
ら
に
生
き
延
び
て
、家
族

が
待
つ
我
家
へ
と
帰
っ
て
来
た
そ
う
で
す
。 

　
そ
の
後
、
消
防
組
に
入
り
初
代
組
頭
の

下
で
火
事
ぶ
れ
の
半
鐘
を
打
ち
鳴
ら
す
役

目
を
担
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

　
そ
し
て
又
、
私
の
父
も
私
が
二
〇
歳
の

頃
ま
で
、
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
て
お

り
ま
し
た
。 

　
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
私
も
「
親
子

三
代
」
約
百
年
に
渡
り
消
防
団
活
動
に
、

今
も
尚
、
携
わ
っ
て
い
る
事
に
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
又
、
消
防
組
の
始
ま
り
を
調
べ

て
み
る
と
、
明
治
五
年
か
ら
昭
和
一
四
年

ま
で
、
約
六
八
年
間
続
き
、
そ
の
後
消
防

組
か
ら
今
の
消
防
団
と
な
っ
て
今
年
で
約

七
二
年
と
な
り
、
実
に
約
百
四
〇
年
間
続

い
て
い
る
事
に
そ
の
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
話
が
変
わ
り
ま
す
が
、
私
が
入
団
し
た

頃
、
夏
が
近
づ
い
て
来
る
と
恒
例
の
訓
練

大
会
に
向
け
て
の
練
習
が
、
近
く
に
あ
る

小
学
校
の
校
庭
で
始
ま
り
ま
す
。 

　
時
間
は
、
い
つ
も
夕
方
か
ら
夜
に
な
る

の
で
、
投
光
器
を
準
備
し
て
団
員
が
集
ま

っ
て
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
と
、
足
元
が

見
え
な
く
な
る
の
を
見
計
る
様
に
、
晩
酌

を
た
っ
ぷ
り
飲
ん
だ
先
輩
達
が
「
よ
た
よ

た
」
と
集
ま
っ
て
来
て
は
、
世
間
話
に
花
を

咲
か
せ
、
地
震
が
来
た
か
の
様
に
「
グ
ラ
グ

ラ
」
し
な
が
ら
の
練
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
指
揮
者
は
、
大
声
で
号
令
を
掛
け
て
は
、

走
り
回
り
、
汗
を
流
し
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
ま
し
た
。 

　
新
米
の
私
は
、
先
輩
達
に
い
ろ
い
ろ
と

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
練
習
に
励
み
ま
し

た
が
、
大
会
で
の
成
績
は
当
然
な
が
ら
最

下
位
に
近
い
結
果
で
し
た
。 

　
そ
し
て
、
大
会
も
無
事
に
終
る
と
、
各

班
に
別
れ
て
飲
会
が
始
ま
り
ま
す
。
飲
み

捲
っ
て
は
騒
ぎ
立
て
、
飲
み
続
け
て
は
、

踊
り
出
す
な
ど
し
て
、
挙
句
の
果
て
は
、

松
尾
芭
蕉
の
「
夏
草
や
・
兵
ど
も
が
・
夢

の
跡
」
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
や
が
て
、
平
成
に
入
り
大
先
輩
達
も
「
次
々
」

と
退
団
し
て
行
き
、漸
く
我
等
の
出
番
が
回

っ
て
来
ま
し
た
。
早
速
「
悪
い
風
習
を
引
き

摺
る
事
な
く
」練
習
の
時
は
特
に「
酒
を
慎
み
」

気
持
を
新
た
に
し
て
、指
揮
者
と
共
に
訓
練

を
積
み
重
ね
、上
位
入
賞
を
目
指
し
た
結
果
、

平
成
一
〇
年
度
の
大
会
に
於
い
て
「
奇
跡
」

と
も
言
え
る
優
勝
を
果
す
事
が
出
来
た
の

で
す
。
長
年
の
夢
が
遂
に
叶
っ
た
、
こ
の
優

勝
の
喜
び
を
共
に
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、大

乾
杯
を
し
て「
兵
ど
も
が
酒
の
跡
」
に
な
ら

な
い
様
に
、そ
の「
絆
」を
深
め
合
い
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
こ
の
優
勝
を
切
っ
掛
け
に
し

て
、
ポ
ン
プ
操
法
の
訓
練
に
も
力
を
入
れ

て
、
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
何
は
と
も

あ
れ
、
団
員
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
を
、

更
に
「
ふ
る
い
起
し
て
」
共
に
助
け
合
い

な
が
ら
訓
練
に
励
み
、
よ
り
一
層
の
「
団

結
と
絆
」
を
強
め
る
事
が
出
来
る
様
に
「
誠

心
誠
意
」
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
終
り
ま
す
。 
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支
部
情
報
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＝
男
鹿
潟
上
南
秋
支
部
＝ 

 
 

九
月
十
四
日
に
男
鹿
市
立
潟
西
中
学
校

を
会
場
に
、
第
三
十
九
回
男
鹿
地
区
中
学

校
防
火
・
救
急
救
命
弁
論
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。 

 
 

こ
の
弁
論
大
会
は
男
鹿
地
区
消
防
本
部

管
内
の
中
学
校
生
徒
等
の
防
火
・
救
急
救

命
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
と
啓
発
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
秋
田
県
消
防
協
会
男

鹿
潟
上
南
秋
支
部
の
主
催
で
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 
 

管
内
の
中
学
校
七
校
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
弁

士
が
出
場
し
、
日
常
生
活
で
経
験
し
た
防

火
・
救
急
に
関
す
る
こ
と
、
感
じ
た
こ
と

な
ど
、
題
材
は
自
由
と
な
っ
て
い
て
、
今

年
は
八
名
の
弁
士
が
発
表
し
ま
し
た
。 

 
 

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
男
鹿
市
立
潟
西
中

学
校
三
年 

杉
本 

美
笛
さ
ん
の
弁
論
テ
ー

マ
は
「
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
」
で
、

「
私
た
ち
は
誰
か
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
、

誰
か
の
命
を
救
え
る
よ
う
に
、
心
構
え
や

準
備
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、

一
人
一
人
が
出
来
る
こ
と
は
ち
っ
ぽ
け
な

こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
か
け
が
え
の
な

い
命
を
救
う
た
め
に
可
能
性
が
少
し
で
も

高
く
な
る
の
な
ら
、
勇
気
を
も
っ
て
救
急

救
命
活
動
を
し
よ
う
と
思
う
」
と
、
身
振

り
手
振
り
を
交
え
て
熱
弁
し
ま
し
た
。
こ

の
他
に
も
、
優
秀
賞
に
は
、
大
潟
村
立
大

潟
中
学
校
二
年 

藤
井
　
望
さ
ん
、
テ
ー

マ
は
「
絆
で
防
ぐ
火
事
」
、
ま
た
、
同
じ

く
優
秀
賞
は
男
鹿
市
立
男
鹿
東
中
学
　
二

年 

高
桑 

栞
南
さ
ん
、
テ
ー
マ
は
「
生
死

を
分
け
る
判
断
」
で
、
ど
れ
も
感
銘
を
受

け
る
素
晴
ら
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
て
、

弁
士
が
発
表
し
終
わ
る
と
、
会
場
内
は
大

き
な
拍
手
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
　（
情
報
提
供
＝
男
鹿
潟
上
南
秋
支
部
）

開
　
会
　
式 

＝ 

速

報

速

報

値 

＝ 

火
災
火
災
の
発
生
状
況

発
生
状
況 

火
災
火
災
の
発
生
状
況

発
生
状
況 

＝ 

速

報

速

報

値 

＝ 

（
秋
田
県
総
合
防
災
課
調
べ
） 

火
災
の
発
生
状
況 

＝ 

速

報

値 

＝ 

建　　物 

林　　野 

車　　輛 

そ の 他 

合　　計 

死 者 数 

負傷者数 

－19 

4  

9  

4 

－ 2 

10 

－ 6

－ 1 

0  

3 

5  

7  

－ 2 

0

235 

13 

27 

57 

332 

20 

58

184 

13 

20 

46 

263 

18 

49

17 

0 

0 

1 

18 

4 

2

165 

17 

29 

50 

261 

28 

43

16 

0 

3 

6 

25 

2 

2

平成23年 平成22年 同期比較 

９月 累計 累計 ９月 年計 ９月 累計 

第
三
十
九
回 

男
鹿
地
区
中
学
校 

　
防
火
・
救
急
救
命
弁
論
大
会 

鹿
角
支
部
　
三
部
門
制
覇 

鹿
角
支
部
　
三
部
門
制
覇 

鹿
角
支
部
　
三
部
門
制
覇 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
・
ポ
ン
プ
車
操
法
・
総
合 
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